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○
す
べ
て
の
人
の
生
命
を
大
切 

に
し
ま
す 

○
ど
ん
な
暴
力
も
許
し
ま
せ
ん 

○
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
助 

け
合
い
ま
す 

○
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え 

ま
す 

○
か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境 

を
守
り
ま
す 

○
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
ま
す 

（ 

「
わ
た
し
の
平
和
宣
言
」
は
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
た
ち
が
起
草
し

た
６
項
目
の
誓
い
） 

 

わたしの平和宣言 

 

 

 

 
ユネスコ大邱協会 
・青少年訪問団が来広 
 

宮島訪問、韓国人慰霊碑献花、干潟体験 
さとうみ科学館見学、姉妹提携調印式 

 
韓

国

ユ

ネ

ス
コ
大
邱
協

会
お
よ
び
大

邱
広
域
市
青

少
年
の
訪
問

団
34
名
（
う
ち

中
高
生
18
名
）

が
11
月
10
日

(

金)

～
13

日

(

月)

の
３
泊

４
日
の
日
程

で
来
広
さ
れ
、

広
島
ユ
ネ
ス

コ
協
会
と
友

好
親
善
交
流

を
行
い
ま
し

た
。 

11
月
10
日
（
金
）
広
島
着
・
宿
泊
。 

11
月
11
日
（
土
） 

一
行
は
午
前
中
、
宮
島
を
散
策

し
、
午
後
か
ら
広
島
市
青
少
年
と

広
島
平
和
公
園
で
合
流
し
、
韓
国

人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
碑
に
献
花
。

そ
の
後
、
記
念
碑
な
ど
を
回
り
な

が
ら
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
日
韓
の
青
少
年
が

「
平
和
を
築
く
た
め
に
、
何
が
で 

き
る
か
」
を
、
と
も
に
考
え
る
こ
と 

の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

11
月
12
日
（
日
） 

バ
ス
で
呉
市
・
下
蒲
刈
町
の
朝 

鮮
通
信
使
資
料
館
御
馳
走
一
番
館 

へ
。
見
学
後
、
大
柿
自
然
環
境 

体
験
学
習
交
流
館
（
さ
と
う
み
科 

学
館
）
で
大
柿
高
校
生
徒
と
合
流 

 

 

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う 

２
０
２
３ 

８
月
15
日(

火)

、
広
島
平
和
公

園
で
、
『
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
２

０
２
３
』
を
開
催
。
松
岡
盛
人
会
長

の
挨
拶
で
始
ま
り
、
渡
邊
優
子
理
事

と
フ
ァ
ン
デ
ル
ド
ゥ
ー
ス
瑠
璃
さ

ん
が
司
会
を
行
い
ま
し
た
。 

平
和
に
つ
い
て
広
大
附
属
高
校 

１
年
の
谷
村
咲
蕾
さ
ん
と
鈴
木
翔 

太
朗
さ
ん
が
、
「
平
和
の
価
値
観
を 

発
信
し
続
け
、
多
様
な
考
え
を
認 

め
合
う
土
壌
を
作
り
た
い
」
と
、
広 

島
高
校
２
年
の
五
閑
さ
く
ら
さ
ん 

は
、
「
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
達
の 

た
め
に
核
兵
器
を
な
く
し
、
軍
縮 

を
進
め
、
復
興
支
援
や
教
育
な
ど 

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と 

ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
中
・
高
校
合 

唱
部
は
、「H

ey

和
」
な
ど
３
曲
を
、 

素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
演
奏
。
参
加 

者
は
慰
霊
の
た
め
の
黙
と
う
を
し

た 後
、
平
和
の
鐘
を
鳴
り
響
か
せ
ま
し 

た
。
来
年
は
多
数
の
会
員
の
参
加
を 

迎
え
た
い
。 

(

平
和
・
世
界
遺
産
部
会 

内
田
一
士
） 

 

ん
が
司
会
を
行
い
ま
し
た
。 

平
和
に
つ
い
て
広
大
附
属
高
校

１
年
の
谷
村
咲
蕾
さ
ん
と
鈴
木
翔

太
朗
さ
ん
が
、「
平
和
の
価
値
観
を

発
信
し
続
け
、
多
様
な
考
え
を
認

め
合
う
土
壌
を
作
り
た
い
』
と
、
広

島
高
校
２
年
の
五
閑
さ
く
ら
さ
ん 

は
、「
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
達
の 

た
め
に
核
兵
器
を
な
く
し
、
軍
縮 

を
進
め
、
復
興
支
援
や
教
育
な
ど 

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」

と ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
中
・
高
校

合 唱
部
は
、「Hey

和
」
な
ど
３
曲
を
、 

素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
演
奏
。
参

加 者
は
慰
霊
の
た
め
の
黙
と
う
を
し

た 後
、
平
和
の
鐘
を
鳴
り
響
か
せ
ま

し た
。
来
年
は
多
数
の
会
員
の
参
加

を 迎
え
た
い
。 

(

平
和
・
世
界
遺
産
部
会 

内
田
一

士
） 

 

め
合
う
土
壌
を
作
り
た

い
」
と
、
広
島
高
校
２
年

の
五
閑
さ
く
ら
さ
ん

は
、「
未
来
を
生
き
る
子

ど
も
達
の
た
め
に
核
兵

器
を
な
く
し
、
軍
縮
を

進
め
、
復
興
支
援
や
教

育
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
ス

ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心

中
・
高
校
合
唱
部
は
、

「Hey

和
」
な
ど
３
曲

を
、
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ

ー
で
演
奏
。
参
加
者
は

慰
霊
の
た
め
の
黙
と
う

を
し
た
後
、
平
和
の
鐘

を
鳴
り
響
か
せ
ま
し

た
。
来
年
は
多
数
の
会

員
の
参
加
を
迎
え
た

い
。 

(

平
和
・
世
界
遺
産
部
会 

内
田
一
士
） 

を
、
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
演
奏
。

参
加
者
は
慰
霊
の
た
め
の
黙
と
う

を
し
た
後
、
平
和
の
鐘
を
鳴
り
響
か

せ
ま
し
た
。
来
年
は
多
数
の
会
員
の

参
加
を
迎
え
た
い
。 

(

平
和
・
世
界
遺
産
部
会 

内
田
一
士
） 

 

せ
ま
し
た
。
来
年
も
多
数
の
会
員

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

(

平
和
・
世
界
遺
産
部
会
長 

内
田
一
士
） 

 

「
平
和
を
築
く
た
め
に
、
何
が
で

き
る
か
」
を
、
と
も
に
考
え
る
こ
と

の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。 

11
月
12
日
（
日
） 

バ
ス
で
呉
市
・
下
蒲
刈
町
の
朝

鮮
通
信
使
資
料
館
御
馳
走
一
番
館

へ
。
見
学
後
、
大
柿
自
然
環
境
体
験

学
習
交
流
館
（
さ
と
う
み
科
学
館
）

で
大
柿
高
校
生
徒
と
合
流
し
、
江

田
島
釣
附
海
岸
で
干
潟
体
験
を
通

し
て
友
好
親
善
を
深
め
ま
し
た
。

海
に
面
し
て
い
な
い
大
邱 

田
島
釣
附
海

岸
で
干
潟
体

験
を
通
し
て

友
好
親
善
を

深
め
ま
し
た
。

海
に
面
し
て

い
な
い
大
邱

広
域
市
の
青

少
年
が
、
豊
か

な
自
然
の
瀬

戸
内
海
の
生

物
に
出
会
い
、 

と
も
に
環
境

に
つ
い
て
考

え
る
機
会
に

な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。 

少
年
が
、
豊
か
な
自
然
の
瀬
戸
内

海
の
生
物
に
出
会
い
、
と
も
に
環

境
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
水

槽
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
魚
や
カ

ニ
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
な
ど
の
飼
育
・

展
示
を
見
学
し
自
然
の
大
切
さ
や

海
の
生
態
系
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
広
島
市
へ
の
帰
り
は
高

速
船
で
、
宇
品
港
へ
。
夜
は
広
島

ユ
協
と
韓
国
ユ
ネ
ス
コ
大
邱
協
会

の
「
第
７
次
姉
妹
協
会
提
携
調
印

式
」（
協
定
書
の
詳
細
は
２
面
に
）

と
「
歓
送
迎
会
」
に
参
加
し
ま
し

た
。 

国

際

フ

ェ

ス

タ 

『
国
際
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
』
が

今
年
も
、
11
月
19
日
（
日
）、
国
際

会
議
場
地
下
と
そ
の
周
辺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会

は
、
市
民
対
象
の
国
際
交
流
・
協
力

活
動
推
進
の
一
員
と
し
て
、
同
地
下

の
ブ
ー
ス
で
、
写
真
や
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
使
っ
て
活
動
を
紹
介
し
ま

し
た
。 

 
 
 
 

 
(

国
際
部
会
） 

の
「
第
７
次

姉
妹
協
会
提

携
調
印
式
」

（
協
定
書
の

詳
細
は
２
面

に
）
と
「
歓

送
迎
会
」
に

参
加
し
ま
し

た
。 

11

月

13

日

(

月) 午
前
、
帰

国
前
に
駐
広

島
大
韓
民
国

総
領
事
館
を

表
敬
訪
問
。

午
後
、
広
島

駅
で
新
幹
線

博
多
行
き
出

発
前
に
「
お

別
れ
会
」
が

開
か
れ
ま
し

た
。（
国
際
部

会
長 

政
木

恵
美
子
） 

 

た
。 

11
月
13
日(

月) 

午
前
、
帰
国
前
に
駐
広
島
大
韓

民
国
総
領
事
館
を
表
敬
訪
問
。
午

後
、
広
島
駅
で
新
幹
線
博
多
行
き

出
発
前
に
「
お
別
れ
会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。 

(

国
際
部
会
長 

政
木
恵
美
子) 

 

 
中高生が 

親善交流 
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青
少
年
の
“実
力
ア
ッ
プ
”を
後
押
し 

青 

少 

年 

育
成
部
会 

 

英
語
で
ガ
イ
ド
in
ひ
ろ
し
ま 

 
広島・大邱 姉妹協定書 

 

英
語
で
語
ろ
う
！
世
界
の
こ
と 

『 

ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン
』 

第
１
８
３
回 

の
感
想 

  

記
念
誌
編
集
委
員
会
か
ら 

50
周
年
記
念
誌
の
制
作
を
、
明

年
２
月
の
発
刊
を
目
指
し
進
め
て

い
ま
す
。
部
会
の
紹
介
ペ
ー
ジ
で 

は
、
各
編
集
委
員
か
ら
い
た
だ
い

た
原
稿
、
写
真
を
取
り
ま
と
め
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
を
開
き
な
が
ら
意

見
を
交
換
。
内
容
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。 

（
広
報
部
会
長 

岡
平
裕
次
） 

文
化
部
会
・
理
事 

木
舩
裕
美 

 

８
月
26
日
（
土
）、
自
主
制
作
映

画
監
督
の
出
山
知
樹
さ
ん
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
『
原
爆
ド
ー
ム
と

私
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
映
画
『
ヒ
ロ
子
の
日
記
～

原
爆
ド
ー
ム
保
存
の
秘
話
～
』
が

上
映
さ
れ
16
歳
で
白
血
病
の
た

め
亡
く
な
っ
た
楮
山
ヒ
ロ
子
さ
ん

の
生
涯
と
そ
の
日
記
を
読
ん
だ

人
々
が
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
紆
余

曲
折
を
経
て
保
存
運
動
へ
と
繋
が

っ
た
と
い
う
内
容
で
し
た
。 

上
映
さ
れ
、
16

歳
で
白
血
病
の

た
め
亡
く
な
っ

た
楮
山
ヒ
ロ
子

さ
ん
の
生
涯
と

そ
の
日
記
を
読

ん
だ
人
々
が
心

を
揺
さ
ぶ
ら

れ
、
紆
余
曲
折

を
経
て
保
存
運

動
へ
と
繋
が 

っ
た
と
い
う

内
容
で
し
た
。 

を
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
紆
余
曲
折
を
経

て
保
存
運
動
へ
と
繋
が
っ
た
と
い

う
内
容
で
し
た
。
今
や
世
界
中
の

人
々
が
訪
れ
る
ド
ー
ム
。
被
爆
地

広
島
か
ら
発
信
す
べ
き
こ
と
は
ま

だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
た
講
演

会
で
し
た
。→

詳
し
く
は
広
島
ユ

ネ
ス
コ
協
会
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。 

h
ttp

s
://w

w
w
.u
n
e
s
c
o
.o
r.jp

/h
iro

s
h
im

a
/ 

☆
第
１
８
４
回
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン 

日
時 

12
月
９
日(

土)

14
時
～ 

会
場 

JM
S

ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
７
階 

 
 
 
 (

広
島
市
国
際
青
年
会
館
研
修
室) 

テ
ー
マ
『
太
田
川 

恵
み
と
営
み
』 

講
師 

安
部
慶
彦
さ
ん 

(

中
国
新
聞
社
防
長
本
社
・
写
真
記
者) 

当
協
会
は
、
今
年
度
が
設
立
50

年
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
記
念
す
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
本
紙
１
１
６

号
（
７
月
）
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
こ
の
う
ち
『
記
念
の
集
い
』

（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

<

日
時>

令
和
６
年
３
月
３
日

(

日)

午
後
１
時
～(

予
定) 

 
<

会
場>JM

S

ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ

ザ
（
中
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
・
中
ホ

ー
ル
） 

 
<

内
容>

①
主
催
者
挨
拶
、
来
賓 

祝
辞 

②
第
26
回
広
島
ユ
ネ
ス
コ 

 
活
動
奨
励
賞
授
賞
式 

③
同
賞
受

賞
者
を
た
た
え
る
広
島
少
年
合
唱

隊
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

④
記
念
講

演
会
／
香
川
剛
寛
広
島
平
和
文
化

セ
ン
タ
ー
理
事
長
に
よ
る
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
東
に

お
け
る
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
人
道

上
の
深
刻
な
危
機
の
問
題
、
広
島

G
７
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
を
踏
ま
え
た

平
和
へ
の
道
筋
に
つ
い
て
の
お
話

（
演
題
は
未
定
。
本
年
３
月
に
就

任
さ
れ
た
香
川
理
事
長
は
長
い

間
、
外
交
官
を
務
め
ら
れ
、
特
に
中

東
問
題
に
も
造
詣
が
深
く
、
有
益

な
お
話
が
期
待
さ
れ
ま
す
） 

 
 

副
会
長 

古
田
碩
永 

 

活
動
奨
励
賞
授
賞
式 

③
広
島
少

年
合
唱
隊
記
念
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

④
記
念
講
演
会
／
香
川
剛
寛
広
島

平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
に
よ

る
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
中
東
に
お
け
る
市
民
を
巻
き
込

ん
だ
人
道
上
の
深
刻
な
危
機
の
問

題
、
広
島
G
７
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
を

踏
ま
え
た
平
和
へ
の
道
筋
に
つ
い

て
の
お
話
（
演
題
は
未
定
。
本
年
３

月
に
就
任
さ
れ
た
香
川
理
事
長
は

長
い
間
、
外
交
官
を
務
め
ら
れ
、
特

に
中
東
問
題
に
も
造
詣
が
深
く
、

有
益
な
お
話
が
期
待
さ
れ
ま
す
） 

 

実
行
委
員
長
・
副
会
長 

古
田
碩
永 

 

な
ど
に
つ
い
て
、
英
語
訳
の
テ
キ

ス
ト
を
学
習
。
２
日
目
に
海
外
留

学
生
４
名
（
い
ず
れ
も
出
身
国
は

ア
フ
リ
カ
）
を
案
内
し
、
被
爆
し
た

ア
オ
ギ
リ
や
峠
三
吉
詩
碑
、
原
爆

の
子
の
像
、
原
爆
供
養
塔
、
原
爆
ド

ー
ム
、
動
員
学
徒
慰
霊
塔
な
ど
10

カ
所
を
案
内
し
ま
し
た
。 

ガ
イ
ド
終
了
後
は
、
同
セ
ン
タ

ー
で
「
ふ
り
か
え
り
」
や
「
実
習
の

感
想
」
な
ど
を
発
表
し
合
い
ま
し

た
。 

 

広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
と
広

島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、『
英
語
で
ガ

イ
ド 

in 

ひ
ろ
し
ま
』
講
座
を
、

７
月
29
、
30
の
土
・
日
の
両
日
開

催
。
高
校
生
を
中
心
に
28
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

初
日
は
平
和
公
園
内
の
記
念
碑

や
史
跡
に
つ
い
て
、
英
語
訳
の
テ

キ
ス
ト
を
学
習
。
２
日
目
に
海
外

留
学
生
４
名
（
い
ず
れ
も
出
身
国

は
ア
フ
リ
カ
）
を
案
内
し
、
被
爆

し
た
ア
オ
ギ
リ
や
峠
三
吉
詩
碑
、

原
爆
の
子
の
像
、
原
爆
供
養
塔
、

原
爆
ド
ー
ム
、
動
員
学
徒
慰
霊
塔

な
ど
10
カ
所
を
案
内
し
ま
し
た
。 

ガ
イ
ド
終
了
後
は
、
同
セ
ン
タ

ー
で
「
ふ
り
か
え
り
」
や
「
実
習

の
感
想
」
な
ど
を
発
表
し
合
い
ま

し
た
。 

 

10
月
15
日(

日
）
、
青
少
年
セ
ン

タ
ー
と
広
島
ユ
協
は
、
英
語
で
時

事
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
少
し
で

も
国
際
性
や
語
学
力
、
対
話
力
を

身
に
付
け
、
自
分
の
意
見
が
言
え

る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
し
て
ほ
し

い
と
の
企
画
で
、
「
英
語
で
語
ろ

う
！
世
界
の
こ
と
」
講
座
を
開
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
高
校
生
や
招

待
留
学
生
ら
15
名
が
参
加
。
受
講

生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
身
近
に

英
語
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
楽
し

か
っ
た
」「
ま
だ
ま
だ
英
語
力
が
足

り
な
い
と
、
自
分
の
レ
ベ
ル
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た 

。 

 

も
国
際
性
や
語
学
力
、

対
話
力
を
身
に
付
け
、

自
分
の
意
見
が
言
え

る
き
っ
か
け
づ
く
り

に
し
て
ほ
し
い
と
の

企
画
で
、
「
英
語
で
語

ろ
う
！
世
界
の
こ
と
」

講
座
を
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
高
校
生
や

招
待
留
学
生
ら
15
名

が
参
加
。
受
講
生
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
「
身
近

に
英
語
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
楽
し
か
っ

た
」
「
ま
だ
ま
だ
英
語

力
が
足
り
な
い
と
、
自

分
の
レ
ベ
ル
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た 

。 

 

企
画
で
、『
英
語
で
語
ろ
う
！
世
界

の
こ
と
』
講
座
を
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
高
校
生
や
招
待
留
学
生

ら
15
名
が
参
加
。
受
講
生
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
「
身
近
に
英
語
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
楽
し
か
っ
た
」

「
ま
だ
ま
だ
英
語
力
が
足
り
な
い

と
、
自
分
の
レ
ベ
ル
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

☆
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
て
☆ 

『
ガ
イ
ド
』
講
座
の
現
地
案
内
を

受
け
た
留
学
生
が
全
員
ア
フ
リ
カ

出
身
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
高
校
生

た
ち
は
、
よ
り
英
語
で
話
す
楽
し
さ

を
体
験
で
き
た
よ
う
だ
。
『
世
界
の

こ
と
』
で
は
、
英
文
記
事
を
読
ん
だ

り
、
英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
で
、
異
な
っ
た
見
方
や
考
え

方
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
の
意

見
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

し
た
よ
う
だ
。 

（
青
少
年
育
成
部
会
長 

横
佩
智
恵
） 

 

日
時 

 

12
月
17
日
（
日
）

10
時
～ 

 
会
場 

 

広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

講
師 

 

国
連
訓
練
調
査
研
究
所 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

オ
フ
ィ
サ
ー 

バ
コ
ゾ
ダ 

ボ
フ
タ
ー
ル
さ
ん 

高
校
生
発
表
者 

 

崇
徳
高
校
新
聞
部 

 

 

高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー 

50
周
年
記
念
の
集
い 

 

大韓民国 UNESCO 大邱協会と日本国広島ユネス
コ協会は、大邱広域市と広島市との 友好関係を
礎に永続的な発展を推進する。両協会はユネスコ
理念の下に会員相互の友好と国際理解を一層深
めて平和と連帯に貢献するため、2000 年姉妹協
会提携協定に締結し、2019 年には第六次提携協
定に調印した。これまでの成果に基づき、さらに
一層の発展を図るため、本協定を継続する。 
 

＜交流事業の内容＞ 
第１条 両協会は、次の分野において相互交流と
協力に向けて努力する。 
(1)国際理解に関する事項 
(2)教育・文化および芸術・学術に関する事項 
(3)そのほか、両協会が希望する事項 

＜交流事業の実施＞ 
第２条 前条に定めた事業の実施に当たっては、
両協会が協議し、実施する。 
１ 訪問派遣は相互訪問とする。2024 年は日
本国広島ユネスコ協会、そして 2025年は大

韓民国 UNESCO大邱協会が派遣し、以後相互
に派遣する。 

２ 派遣に関する渡航費、滞在費（食費、滞在
費、交通費等）は派遣側が負担する。 

＜有効期間等＞ 

第３条 本協定書の有効期間は４年とする。 
なお、有効期間後の継続については、両協会の
協議に基づき、合意の上決定する。 

＜改変＞ 
第４条 締結期間中の改定などについては、両協
会の協議に基づき、合意の上決定する。 

＜使用語＞ 
第５条 この協定書は韓国語と日本語により作
成し、両協会に各 1分ずつ保有する。 

 
2023年 11月 12日 
大韓民国 UNESCO大邱協会 

会長 申  東鶴 
日本国広島ユネスコ協会 

会長 松岡 盛人 
 

https://www.unesco.or.jp/hiroshima/

